第１号議案

２０２２年度　鶴川地区協議会事業報告
1） 広報広聴事業
1 鶴川地区協議会便りを毎月発行、回覧板、協力店・協力委員にて配布し広報した。
2 鶴川地区協議会のLINE公式アカウトの登録者をスマホ教室なども利用し増やした。
YouTubeでまなびのひろば等、鶴川地区協議会の活動を動画配信した。　
3 ホームページを随時更新し、鶴川地区協議会便り等を多くの方に届けた。
4 町田市役所で行われた「まちカフェ」に参加、活動ポスターを掲示、活動をPRした。
実施日：①②③通年　　　④2022年12月10日
※事業効果
・鶴川地区協議会の存在や活動を子供から高齢者まで多くの人に知ってもらえた。
・動画配信する事により、3水スマイルラウンジに来られなかった方もアーカイブで学ぶ事が出来た。
・鶴川地区協議会の協力者・サポーターが増えた。
※鶴川地区協議会便り発行部数　年間54,000部
　LINEによる情報配信　　　　年間120回
　YouTube動画配信　　　　　　年間7本
2） くらしの総合相談事業
1 3水スマイルラウンジ
・毎月第三水曜日和光大学ポプリホールで行った。
・「まなびのひろば」を町田市生涯学習センターと共同で行った。
・「わくわくひろば」を鶴川地域子育て相談センターと共同で行った。
・町田市社会福祉協議会による「鶴川地区ボランティア相談」の設置
・町田市市民共同推進課応援コーディネーターによる「地域市民相談」の設置
・その他、法務相談、スマホ教室、折り紙・手芸教室、囲碁・将棋を行った。
2 フードバンク鶴川・不用になったランドセル等を届けよう運動
・アグリハウス鶴川、町田市社会福祉協議会、立正佼成会南多摩、その他多くの個人の方から食料品を頂いた。それを生活困窮者、レッツごはん、ぼくはぼく、無料塾等の支援団体に配布した。
・使わなくなったランドセルの回収の受付を行い、必要な人に渡した。
3 スマホの使い方なんでも相談窓口
鶴川市民センター地域活動室で月曜日と金曜日の週2回10時から14時まで行った。
希望する方は鶴川地区協議会LINEアカウントに登録しSNSで情報提供を行った。
4 地域活動室
囲碁将棋教室、ギター教室、映画鑑賞会、折り紙教室を行った。
5 里山散策ウォーキング
「三輪の里山を知ろう」のテーマで行った。
ウ）　　地域活性化事業

①　レッツごはん
みんなの食堂として、地域の子供達や独居の高齢者を中心に、多様な方々が一緒に食卓を囲む場を提供し、コミュニティー形成を促進した。
②  無料塾「結」
学校へ行かない選択をしている中高生などに、安心して過ごせる居場所を提供した。社会体験としてキッチンカーでの活動を行った。テストの点だけで判断されない体験を継続して行うことにより、自分の将来について前向きに考え、取り組むことができるようになった。
③　外国人&日本人親子サークルだんろ

鶴川に住む外国人と日本人が友達になる活動で、多文化交流の楽しさや大切さを伝え、お互いのい気持ちを理解し合った。住みやすく思いやりのある地域づくりを目指した。
④　ぼくはぼく

障がい者、高齢者、子育て世帯、近所の方々が気軽に立ち寄れる居場所づくりを行なった。　
⑤　ＮＰＯ法人　みんなのそら

子供とその家族、地域住民に、子供の健やかな成長を促すための文化芸術を提供する活動を行なった。家族それぞれの成長を促すための自己啓発や地域住民が子育て世帯を支えるための仕組みづくりを行なった。

⑥　町田にベイビーシアターを広げる会

乳幼児を持つ親子のくつろげる場と親同士のネットワークづくりの機会を提供した。乳幼児の育ち方に応じたアートに触れる機会と、他の親子と体験を共有することで、我が子の個性を知り、その後の子育てに活かす機会も提供した。
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